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報　　　　告

お　　知　　ら　　せ

CHARGEコマンドについて

利用負担金情報を表示するCHARGEコマンドが使用できるようになりましたので,お知ら

せします.

当コマンドでは利用者単位,及び支払責任者単位に表示することができます.ただし支払宜任

者についての情報を表示できるのは,当コマンドの利用者自身が支払責任者として登録されてい

る場合に限ります.どちらとも月別の金額のみを表示する簡易表示と,その内訳まで表示する明

細表示の2種類があります.金額はMS P, UTSの合計額であり,利用者単位の明細表示の場

合にはそれぞれの利用明細を表示します.

また表示できる期間は,負担金の支払が国立学校校費等移算手続きによるものは,コマンド実

行日の年の1月分から前月分まで,ただし実行日が3月以前の場合は,前年の1月分から表示で

きます.公立学校費,私立学校費等納入告知書によるものは,コマンド実行日の年の4月分から

前月分まで,ただし実行日が4月以前の時は,前年の4月分から表示できます.

コマンドはMS PのTS Sコマンド,及びパッチジョブとして実行できます. UTSでは使用

できませんので御了承願います.

以下に,コマンド入力形式及び表示内容をTS S及びバッチジョブでの使用例と共に示します.

なお,長期間に渡って当コマンドが使用できなかったことを,お詫びいたします.

コマンド入力形式

CHARGE　[Pa y e r]　[[YYMM] [: [y ymm]]]　[D e t ail]

[?〕

Pa y e r　　支払責任者についての情報を表示する.

指定がない場合は,コマンド利用者自身についてのの情報を表示.

YYMM: y ymm

;表示する期間を西暦年の下2桁と_月で指定する.

;省略した場合は最新(前月)の情報のみ表示.

表示画面において,使用月の頭に`*'が付いているものは,請求時の情報

であることを示し,付いていないものは,まだ請求されていないことを示し

mm

なお,科研費等で請求を一定期間保留しているものについても,表示上は

毎月*付きとなります.

De t ai l ;明細情報を表示する.

省略時は月単位の金領のみ表示.

コマンドの説明表示.
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TS Sでの使用例

例1)前月分の自分の使用明細を表示する.

READY

CHARGE D

USER-No.=A79999A SIYOU NAIYOU MEISAI　　====== (S:YEN) ==ミ===

RIYOU-TUKI JOBS MSP UTS

90. 06　　　BATCH, PROCESS　　　　　　39　　　　$5, 359　　　　　　3　　　　　　$19

TSS. SESSION　　　　　　136　　　$20, 828　　　　　　25　　　　　$705

DATASETUOOKB/DAY)　　766　　　　$9, 962　　　　　307　　　　$4, 004

MASS-STORAGE (MB)

$36,149　　　　　　　　　　　$4,728

*90.04-06　BATCH,PROCESS IOO　　　　$6,163　　　　　　24　　　$11,511

TSS,SESSION　　　　　　　292　　　$34,812　　　　145　　　　$8, 239

DATASETUOOKB/DAY)　　666　　　$24, 343　　　　193　　　　$7, 060

MASS-STORAGE (MB)　　　　0　　　　　　$0

$65,318　　　　　　　　　　$26,810

READY

例2) 4月分からの自分の負担金額を表示する.

READY

CHARGE　9004:

USER-No. =A78888G RIYOU FUTAN-KIN ZYOUHOU

RIYOU-TUKI SIYOU-　　　CANCEL-　　KYOUTUU-

GAKU　　　　蝣GAKU FUTANK川

- (S:YEN)

SEIKYU-　　　　RUIKEI

GAKU　　(04-03)

*90.04

*90.05

*90.06

READY

$15,121

$36,130

$40,877
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$15,600　　　$15,600

$37,300　　　$52,900

$42, 200　　　$95, 100

例3)支払責任者の前月分について,実利用者までの詳細情報を表示する.

CHARGE PAY DETAIL

**********　PLEASE WAIT A MOMENT　**********

==　PAYER-No.=U79999A RIYOU FUTAN-K川MEISAI ZYOHOU =(S:YEN)=
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RIYOU-TUKI USER-No.　RIYOU-GAKU SEIKYUU-GAKU RUIKEI(01-12)

90. 06　　　A77777A　　　　$4, 907

A76666A　　　　　$9, 748

B75555A　　　　$22, 114

TOTAL　　　　　　　　$36, 769

$179, 555

$153. 370

$32, 573

$365, 498

*90. 04-06　　A77777A　　　　$17, 255

A76666A　　　　$44, 370

B75555A　　　　$26,873

TOTAL　　　　　　　　$88, 498

$17. 300　　　　$179. 600

$44,400　　　　$153, 400

$26, 900　　　　$32, 600

$88, 600　　　　$365, 600

・バッチジョブでの使用例

支払責任者についての全期肝の月別金覇をリストする.

ジョブ制御文

//A79999AC JOB i¥スワーK.CLASS=A

//　　EXEC CHARGE

//SYSTS川　DD 辛

CHARGE PAYEE :

//

実行結果

**********　PLEASE WAIT A MOMENT　**********

・= PAYER- ).=U78888A RIYOU FUTAN-KIN ZYOUHOU=(¥:YEN)=

RIYOU-TUKI RIYOU-GAKU SEIKYUU-GAKU RUIKEKOl-12)

90.01

90.02

90.03

詛90.01-03

90.04

90.05

90.06

詛90.04-06

・159. 158

・180, 122

¥47, 934

・387, 214

¥60, 263

・80, 225

・59, 784

¥200. 272

・388.100

¥200. 900

・159,158

¥339,280

¥387.214

¥388. 100

!448, 363

!528,588

¥588. 372

¥589.000

(システム運用掛　内線2517)

(センターニュースNq422,平成2年8月6日発行)
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FORT77 - FORT77/VPの一部障害のお知らせ

FORT77およびFORT77/VPに,一部障害があったことが判明しました.障害の内

容,障害の発生条件,障害のあった期間等は,以下のIとおりです.

言己

1. FORT77・FORT77/VPコンパイラ障害について

[現象]

翻訳時, JZK.998I-U ID-40003で異常終了する,または

実行時　S 0 C4等で異常終了する,または

実行結果が正しくない.

[条件]

以下の条件をすべて満足したとき.

①　翻訳オプションOPT (3), XOPT (NOAMOVE)が指定されている.

②　プログラム中にDOループが存在する.

③　②のDOループ内にI F文が存在する.

⑥　②のDOループ内に, ③のI F文の実行に伴い実行されなくなる文が存在する.

⑤　⑥の実行文に配列要素の引用がある.

⑥　⑤の配列の添字式に除算演算がある.

⑦　⑥の除算演算に使用している変数または配列要素が②のDOループ内で不変である.

[プログラム例1]

DO I-1, L

I F (

I RE S-I XX (N/M)

1　C O NT I NU E

[プログラム例2]

DO　1　1-1, L

I ど (論理式1 .AND. I XX (N/M) .GT.　0
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1　C O NT I NU E

備考

上記プログラム例1, 2の下線部分が実行されない実行文を示す.

プログラム例1-I F文により下線の実行文がスキップされるケース

プログラム例2-1F文中の論理式1が偽となり,それ以降が評価されないケース

なお,論理式1に同一の配列要素I XX (N/M)の引用がある場合に

は本件は発生しない.

[障害のあった期間]

1986年1月　1990年8月27日

2. FORT77/VPでI SHFT関数の結果が正しくないことがある.

- [現象]

I S HFT関数の結果が正しくないことがある.

[条#]

以下の条件をすべて満足したとき.

①　DOループ中のI S HFT関数がベクトル化されている.

②　I SHFT関数の第-引数の値が負である.

③　I S FHT関数の第二引数が,負の整定数である.

④　I SHFT関数の第二引数の評価の前で行うべき演算が加減算またはシフト,論理演

算である.

⑤　翻訳オプションNOVPEが有効である.

[プログラム例]

DO 1 0 I-1, N

M2 (I) -I SHFT (Ml　(I), +8)

M3 (I) -I SHFT (M2　(I), -4)

1 0　　C O NT I NU E

[障害のあった期間]

1986年1月　1990年8月27日
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報　　　　告

3. FORT77/VPで副プログラムに正しく引数を渡せないことがある.

[現象]

副プログラムに渡される引数が正しくないことがある.

[条件]

以下の条件をすべて満足したとき.

①　DOループが部分的にベクトル化きれている.

②　①のDOループ中に関数副プログラムまたはサブルーチン副プログラムの引用がある.

③　②の副プログラムの実引数に複素数型または倍精度複素数型の変数を使用している.

④　③の複素数の虚郡がベクトル化された部分でも使用されている.

⑤　③の複素数の実部はベクトル化されていない部分でのみ使用されている.

[プログラム例]

C OMP L E X C

COMMON Q

DO 1 0 I-1, N

M C-COMPLEX (Q, A (I) +B (I) )

CAL L SUB (C)

1 0　C O NTI NUI:

[障害のあった期間]

1986年1月-1990年8月27日

4. FORT77/VPでEQUIVALI:NCE文使用時,結果が正しくないことがある.

[現象]

EQUIVALENCE文使用時,結果が正しくないことがある.

tux那

以下の条件をすべて満足したとき.

①　DOループがベクトル化されている.

②　①のDOループの外側にDOループが存在する(二重以上の多重ループの内側である).

③　①のDOループ中にEQUIVALENCE文に存在する配列データを使用している.

⑥　③の配列データの引用順序が定義先行である.

⑤　①のDOループがアンローリングの最適化が実施されている.
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[プログラム例]

EQUI VALENCE　(A (1, 1),

N
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[障害のあった期間]

1986年1月　1990年8月27日

(ライブラリ室　内線2508)

(センターニュースNq424,平成2年9月5日発行)

大学間電子メール(NIMAI L)の新規加入について

岐阜大学情報処理センターが大学間電子メールの運用を開始しました.現在,メールの交換が

行える機関は以下のとおりです.

宛先ホスト名

HOKKAIDO

TO壬iOKU

TOKYO

NAGOYA

KYOTO

OSAKA

KYUSHU

FUKUI

YAMAGUT I

STENAG

GIFUDAI

機関名

北海道大学大型計算機センター

東北大学大型計算機センター

東京大学大型計算機センター

名古屋大学大型計算機センター

京都大学大型計算機センタ「

大阪大学大型計算機センター

九州大学大型計算機センター

福井大学情報処理センター

山口大学情報処理センター

名古屋大学空電研究所

岐阜大学情報処理センター

九州大学大型計算機センター広報
Vol.23　No.6 1990 -714-



報　　　　告

なお,名古屋大学大型計算機センター,九州大学大型計算機センター・のユーザのアドレス

は7桁で,その他の大型計算機センターは6桁であるため注意が必要です.

例　A49999AONAGOYA　名古屋大学大型計算機センターのユーザ

A59999◎KYOTO　　京都大学大型計算機センターのユーザ

(ネ・?.トワーク掛　内線2542)

(センターニュースNq424,平成2年9月5日発行)

NSPEC収録雑誌データベースの更新について
′_-~ノrく

ーJ/一~

8月23日にINSPEC収録雑誌データベースINSPEC-Jを19岳10年版に更新し

ました.収録雑誌数は5.931件です.

参考文献

1.　篠原ほか;情報検索システムAIRの改討について,九大大型計算機センター広報,

V ol. 20. No3. 19　　　　　p p. 21 1-238

(データベース室_　内線2510)

(センターニュースNq424,平成2年9月5日発行)

XllR4の暫定公開について(UTS)

Ⅹウインドウシステムの最新版であるⅩ11リリース4を暫定的に公開します.ライブラリは

/usr/libに,インクルードファイルは/usr/include!Ⅹ11に,クライアシトは!usr/local/bin/Xll

に置いています.バグレポートはmailxを用いてⅩ116kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jpまでお送り下さ

い.

なお,従来公開していたⅩ11リリース2のライブラリはIibXHR2.a, libXR2.a, libXawR2.a,

libXtR2.aにそれぞれ名前を変更し,インクルードファイルは/usr/include/XllR2に移動しました.

(ライブラリ室内線2508 E-mail:Xli◎kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp)

(センターニュースNq424,平成2年9月5日発行)

利用の手引き「TSS編(第2版) 」の増刷について

在庫が無く利用者の方々にご迷惑をかけていました,今年3月発行の利用の手引き「TS S編

(第2版) 」の増刷が出来ました.希望される方は,氏名,身分,登録番号,所属を記入した文

書で共同利用掛宛お申込みください.

(共同利用掛　内線2515)

(センターニュースNq424,平成2年9月5日発行)
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MSPからUTSへのログイン槻能(TELNETコマンド)の暫定公開について

標記機能を9月10日(月)から暫定公開しています.これはMS PからTC P/I Pプロト

コルを利用してUNI Xホストにリモートログインできるものです.起動コマンド名はTELN

ETです.暫定運用期間中はリモートログインできるホストはUTS (ky u-c c)のみです.

以下に述べるような利用上の制限や利用に際して工夫,注意を要する点がありますのでニュース

を一読の上利用してください. F6680系の富士通の専用端末, TTY端末, N-1経由の端

末で利用でき,漢字の入出力,図形表示も行うことが可能です.

1.利用に際して前もって注意する事項

・富士通の専用端末はアスキー文字が表示できる日本語端末を使用してください.パソコン端

末などのTTY端末では漢字はJ OIS,あるいは新JI Sをサポートしたエミュレータを

利用してください.新J I Sの場合は"JTTY JIS83'というコマンドをMS PのREADYで入力

しておく必要があります. N-1経由の端末はローカルホストに接続して漢字の入出力がで

きる状態にしておきます.

MS Pでは入力文字はローカルエコーしていますが更にUTSにログインすればUTSから

のエコーバックもあります. UTSからのエコーバック機能を抑止するには"stty-echo"

をUT Sにログイ`ン後,入力します.なお,パスワード等の入力については十分ご注意くだ
さい.

UTSでは漢字はEUCコードのみをサポートしますので,漢字の入出力をする場合は必ず

" jstty-u -t -J'を入力しておいてください.漢字の入力は端末の漢字変換機構(パソコ

ン端末はATOKなど)を利用してください.

UTSのフルスクリーンアプリケーションは利用できません　vi (j vi), ema c s

t e n pl u s, b r ows e, l e s s, vn ews, t al k, p h o n eなどは利用

できません.エディタはラインエディタ(j ex) , J UNETのニュースを読むにはr e

a d n ewsを,会話にはwr i t eコマンドをお使いください.

・パソコンなどのTTY端末ではそれぞれェミュレートしている端末タイプをUTSログイン

後選択してください(例えばv tl 0 Oなど).またテクトロ4014等をエミュレートし

ていれば図形表示が可能です.ページャはp gを指定してください(setenv PAGER pg).

F6683などの専用端末(N-1経由でない)で利用する場合は,テクトロ4014など

の図形作画シーケンスは表示できません.単なるUTSのTTY端末として取り扱われます.

端末タイプは"t t y　を指定してください.ページャはc a tまたはpgを指定してくだ
さい.

F6683などの図形表示可能なFNVT端末ではテクトロ4014などの図形作画シーケ

ンスは端末に表示が可能ですので, S, Mathematics, gnuplotなどで図形表示を行うことが

できます.端末タイプは"t t y　を指定してください.ページャはc a tまたはp gを指

定してください.

・グラフィックアプリケーション起動中に図形表示を行う場合,グラフィック端末タイプはテ

クトロ4014などを選択してください.なお,アプリケーションによりグラフィック端末

タイプの指定方法は異なるのでそれぞれのオンラインマニュアル等を参照してください.

九州大学大型計算機センター広報
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TE LNETコマンドモードに移行するためにはF6683などの端末の場合はPAlキー

を押下してください. TTY端末の場合はブレークキーを押下してください(TS S PFD

エミュレータ(1)を用いている場合はS TOPキーを押す). N-1経由の端末は一回の
ブレーク信号でN-1の仮想端末モードになりますので, TELNETコマンドモードにす
るためには更にもう一度ブレーク信号を送出する必要があります.なお, FNVTを利用し
て当センターを利用している場合は1回のブレーク信号送出でTE LNETコマンドモード

に移行します.

・端末には制御コードを含めてできるだけ透過的にコードを出力していますが,端末からの入

力はかなり制限を受けます.制御文字は一般にはUTSには届きません.このためどうして
もエスケープやーc,　　などをUTSに送りたいときには,いったんTELNETコマン

ドモードに移行して制御文字を送信する必要があります.制御文字の送信については2. T
ELNETコマンドモードを参照してください.

・端末からの入力に対してホストからの応答があって,端末からの次の入力を受け付けるよう

にTE LNETコマンドを実装しています.応答のないコマンド(mail x, wri t e
j e xなど)の場合に対処するためにタイムアウト時間をユーザが設定可能にしています.
初期値は20秒になっています.上記のコマンドを利用する場合はTELNETモードでタ

イムアウト時間を短くします(例えば0. 5秒程度).その他のコマンドを利用する場合は
初期値程度に大きくしておく方が使い勝手はよいでしょう・.

2. T E L N E Tコマンドモード

オペランドなしでTELNETコマンドを起動するかTELNETコマンドモード移行キーを

押せば, TELNETコマンドモードに移行します.この状態で``?''または"h el p　すれ

ばヘルプメニューが表示されます.以下にヘルプメニューを示します. %以降は説明用の注釈で

す.

TELNET〉?I

open host_name

close

quit

timeout N(書100msec).. initial value(N=200)

/t ss_command

help or?　: show this menu

%string　　: send characters

esc　　　　: send escape_code

ca　　　　　　: send contro卜a

cb　　　　　: send control-b

Z

.

.
　
.
.
　
o send control-Z

%TELNETコマンドモードで?を入力

%リモートホストにコネクションを張る.

%コネクションを切断

%TELNETコマンド終了

%タイムアウト時間設定(timeout lOで1秒に設定)

%MSPのコマンド実行

%ヘルプメニュー表示

%文字列送信

%エスケープ文字送信

A (コントロールーA)を送信

例えば間違ってemacsを起動した場合はTELNETコマンドモードにしてcxを入力して,

もう一度TELNETコマンドモードにしてc cを入力すれば~x"Cを送信したことになり,

e ma c sから抜けてシェルモードに戻ることができます.

-3.パソコン端末との間のファイル転送について

バイナリ転送はできません.またke rmi tなどの手順付きの転送も利用できません.簡易
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型ファイル転送のみをサポートしています.すなわちUTSへのファイルのアップロードはUT

s側でラインエディタJ exを起動してインプットモードにしておいてからパソコン側からファ

イルを転送します.なお,端末エミュレータは先行入力不可状態で利用する方が使いやすくなり

ます.また,インプットモードにしてからタイムアウト時間は0. 5秒程度に短くします.エデ

ィタ終了後はタイムアウト時間を初期値に戻します.なお,パソコンから転送するテキストは特

にma i 1 xコマンドなどの入力になるものはあらかじめ78文字(漢字で39文字)程度で改

行コードを入れておく必要があります. 1行最大255文字まで入力できます.

uTSへの転送例(端末エミュレータは参考文献(1)を利用;%以降は注釈)

%jex mail.txt

"raail.txt" [New file]

:No lines in the buffer

TELNET〉timeout　5

:set nu

:旦
1　accde

2　漢字のテスト

ファイル転送を終了しました.

3ニ_

:旦且

mail.txt" [New file] 3 lines. 40bytes

冗

%行エディタj e xを起動

Xstopキーを押してTELNETコマンドモードにする

%タイムアウト時間を0. 5秒に設定

%行番号を表示する

%アペンドモードにする

f・1キーを押してファイル転送開始

%. (ドット)を入力してアペンドモード終了

%wqを入力してファイルに保存して終了

なお　MS PとUTSとの間のテキストファイル転送は4.　　　に説明するログデータセッ

トと自動走行スクリプトデータセットを利用して行うことが可能です.また,スプール問転送

(2)か, FCAT (3)を利用してファイル転送(テキスト,バイナリ両方可)を行うことも

できます.

4.画面入出力め履歴(ログ)

TELNETコマンドは端末画面のログが採取できます. TELNETコマンドを投入する時

に次のようなオペランドをつけます.

TELNET kyu-cc　> 【げデータセ1ト名】　　　上書きの場合

TELNET kyu-cc >>[a?*データセ1ト名】 -・・追加書きの場合

ログデータセット名を省略するとTELNET. TEXTというMS Pのデータセットに採取さ

れます.なお, ">", ``>>"はログを採取する場合は省略できません.データセットは既存

でも新規作成のデータセットでもかまいません.しかし,新規データセットではレコード長など

の指定ができないのできるだけ予め作成しておいてください. TELNETコマンドを終了する

までログが採取されます.

5.自動走行スクリプト

TE LNETコマンドを起動して入力したいコマンド列をあらかじめMS Pのデータセットに

作成しておき, TE LNETコマンド起動時にデータセットを指定すれば自動的に入力をシミュ

レートします.定型作業などに活用できます.

TELNET kyu-cc　<[自動走行ス川7°げ-タセサト名】

データセット名を省略するとTELNETRC. TEXTから読み込みます.このデータセット

九州大学大型計算機センター広報
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はNONUM属性(行番号なし)で作成しておく必要があります.なお,ログデータセットと自
動走行スクリプトデータセットは同時に指定可能です.

TELNET kyu-cc　<【自動走行nTJ7.ド-タセ1ト名] >【げデータセ`1ト名】

TELNETRC. TEXTの記述例

a79999a

xxxxx

vtlOO

stty -echo

jstty-u-t -∫

setenv PAGER pg

setenv EDITOR jex

setenv VISUAL jex

who

注)空行があると空リターンが
入力されたとみなされる

6.簡単な使用例(端末エミュレータは参考文献(1)を利用;%以降は注釈)

READY

JTTY JIS83　　　　　　　　　　　　　　　　　如篇末の漢字コードを新J I Sコードにする

CHANGED TTY KANJI CLASS(JIS83)　　　　　　ェミュレーク側も変更する必要がある

telnet k担二cc XUTSにログインする

KYUSHU Univ. Telnet System (version 1.0　08/08/90)

escape key is PAl(break).

type ?* or "help"　.for showing help一menu.

type stty -echo　　.after logging in remote host.

type jstty -u -t -J" .when using KANJIut kyu-cc).

trying ‥‥‥

UTS TISP telnetd kyu-cc

login: a79999a

a79999a

Password:xxxxxx

書‡幸H statistics and charges ( a79999a )

%ログイン名を入力

%パスワード入力

*****

孝幸　　　　total size of reserved files　　=　　43150　KB　　　　幸

*書　　　total charge　　　　　　　　　　　　=　　210627 yen　　　書

^m*mm*m**m*mm****************m*m***m***

There is news.

Terminal Type: vtlOO

vtlOO

%　stty -echo

stty -echo

%jstty-u-t-J

%　setenv PAGER pg

舶論未タイプ入力

KUTSからのエコーを抑止する

sIUTSの漢字コードを設定する

%環境変数PAGERを設定
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%　setenv EDITO王i jex

X setenv VISUAL jex

%　who　-Tu

a79998a　+　ttypOOO

b79995a　-　ttypOOl

c79935a　+　ttypOO2
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% readnews kyushu-u.cc -rx

Newsgroup kyushu-u. cc

%環境変数EDITORを設定
%環境変数VISUALを設定
%wHOコマンド起動
10505

16860

20236

35JUNETニュースを読む

Article　311 of　311, Tue 14:44.

Subject: centernews 423-2(renrakusyo kousyuukai)

From: a70052a8kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp (Publicity 8 Computer Center, Kyushu University,

Fukuoka. Japan)

(25 lines) More? [ynq】芝

九州大学大型計算積センターニュース　　　No. 423-2

連絡所講習会の開催について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

省略
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

:旦

q

Article　310　of　311. Tue 14:42.

Subject: centernews 423-1(network no ichijiteishi)

From: a70052a8kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp (Publicity % Computer Center, Kyushu University,

Fukuoka, Japan)

(18 lines) More? 【ynq]旦

%　mailx a79999a

Subject: testmail

testtnai l

TELNET〉timeout　5

TELNET〉

test mail

aaaaaaaa

bbbbbbbb

漢字のテスト

aaaaaaa

Lこ.コ

ROT

X

TELNET〉timeout　200

%　math

Input Your X-server host-name:

%メールを出すためにmailxコマンドを起動

%TELNETコマンドモードにして

タイムアウト時間を短くする

%パソコン側でATOKを起動して漢字を入力

%-.を入力してメールを送信する

%タイムアウト時間を初期値に戻す
^mathematicsを起動

%Ⅹサーバを利用しないので空リターン入力

Input　くくTek.m　.when your terminal is Tektro4014/4010 Terminal.

九州大学大型計算機センター広報
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Mathematica (sun4) 1.2 (November 6, 1989) [With pre-loaded data]

by S. Wolfram, D. Grayson, R. Maeder, H. Cejtin,

S. Omohundro, D. Ballman and J. Keiper

with I. Rivin and D. withoff

Copyright 1988,1989 Wolfram Research Inc.

- Terminal graphics initialized一一

In[l]:=くくTek.in

くくTek. m

- Tektronix graphics initialized

In[2]:= Plot【Sin[x　3】. {x.-2.2}】

Plot[Sin[x　3】. {x.-2,2}】

Out[2]= -Graphics-

In[3】.・-如拙
Quit【]

%　exit

% logout

READY

%tektronix4014モードにする

%空リターンを入力すると図形が表示される

%mathematicaを終了する

%UTSをログアウトする

%正常にログアウトするとMS Pに戻る

参考文献

1.武政他　高速多様能TS SPFD端末エミュレータ,九州大学大型計算機センター広報　vo
l.22,No.3,1989,pp.209-246

2.二村　　UTS-MS P間ファイル転送,九州大学大型計算機センター広報　Vol.22,No.3,

1989.pp.453-457

3. UTS端末からMS Pへのフルスクリーン端末としてのログオン機能のテスト運用について

九州大学大型計算機センターニュース　No.405,1989

TELNI:Tコマンドの第1バージョンであり,使いづらいところがあるかも知れません. T

E LNETコマンドを使われた方は感想,要望等を下記のメールアドレスにおよせください.で

きるだけ次のJ<-ジョンに反映していきたいと考えています.

A70015A◎JPNCCKU. BITNET　　　　　　　　-　　　BITNET(MSP)

a70015a8kyu-cc. cc. kyushu-u. ac. jp JUNET(UTS)

(ネットワーク室　内線2543)

(センターニュースNq425,平成2年9月20日発行)

データセットのアクセス管理の境化について

詳細は,本文P683を参照のこと.
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利用負担金の改訂について

平成2年1 0月1日から計算機利用負担金の一路が、下表のとおり改訂されましたのでお知らせしま

す,

利　用　負　担　金　表

区　　　　　　分 製　¥tms¥　田 改　訂　料　金

基　本　負　担　金
1件につき　　　　　　　　　　　　40円

ただし,,センター内入出力装置を使用

した場合に限る.

同　　　左

1件のC P U時間(1秒未満は1秒に切

演　算　負　担　金

り上げる)が,

5分までは1秒につき

5分を超え1 5分までは

1秒につき

1・5分を超える場合は

超える部分1秒につき

プ1)ンタ出力
1枚につき

I 00図形文字パターンにつき

同　　　左

同　　　左

同　　　左

X Yプロッタ

出力

4. 000ステップにつき　　　　1円

1 0センチメートルにつき　　　　　3円

同　　　左

同　　　左

eMMM眉

imm&i
1 00回につき　　　　　　　　　　1円 同　　　左

瑞　兼　接　続

1分につき

ただし,センター内瑞未利用の

場合は1分につき

ディスク 200キロバイ,トにつきla　　　1円J

同　　　左

同　　　左

マスストレージ
1 00メガバイトにつき1月

1, 0　00円
同　　　左

ワークステーション

壬果金

各区分共通負担金 各区分に従い算出した利用負担金和を月

ごとに集計した合計額に百分の三を乗じ

て得た額

使用時間1分間につき

同　　　左

備　考
1.利用負担金請求額に100円未満の端数が生じた場合は,これを100円に切り上げる

ものとする.

2.基本負担金に係るセンター内入出力装置は,次のとおりとする.

ラインプT)ンタ,カードT)-ダ,域気テープ集配, XYプロッタ.グラフィックディ

スプレイ装置,ハードコピー装置,フロッビ-ディスク装置

九州大学大型計算機センター広報
Vol.23　No.6 1990

(システム運用梯　内線2506)

(センターニュースNq426,平成2年10月4日発行)
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PROPATH (流体の熟物性値プログラム・パッケージ)のバージョンアップについて

標記プログラム・パッケージを平成2年9月8日から第7.1版にバージョンアップしました.

P ROPATH第7.1版では,新たな物質として,クリプトン,キセノン,アンモニア及びフロ

ン13Blの関数を追加し,第7. 1版までに収録されていた物質についても関数の数を若干追加しま

した.プログラムの構造や使用法は旧版と同じです.

第7.1版のライブラリ・データセット名及びシングルショット・プログラムのソース形式のデ

ータセット名は次のとおりです.

ヘリウム4

ネオン

アルゴル

クリプトン

キセノン

n一水素

素
素
素

塩
酸
窒

空気

LI B. PHE4V7 1. L OAD

L I B. PNE V7 1. LO AD

LI B. PARGV7 1. L OAD

L I B. P KRV7 1. LO AD

LI B. P X E V7 1. LO AD

L I B. PH2V7 1. LO AD

LI B. P CL2V7 1. L OAD

LI B. P O2V7 1. LO AD

LI B. PN2V71. LO AD

LI B. PAI RV7 1. L OAD

二酸化炭素　　　　　LI B. PCO2V71. LOAD
水(IFC 1967)

水(IAPS 1984)

垂水

アンモニア

メタン

エチレン

エタン

プロピレン

プロパン

フロン1 2

フロン1 3　Bl

フロン22

フロン1 1 4

フロン502

シげルショット7°ロケ.ラム

LI B. PH2OV7 1.

LI B. PHGKV7 1.

LI B. P D2OV7 1.

LI B. PNH3V7 1.

L I B. P CH4V7 1.

LI B. P C2H4V7

L I B. P C2H6V7

LI B. P C3H6V7

L OAD

L OAD

L O AD

L OAD

L OAD

1. LOAD

1. LOAD

1. LOAD

L I B. P C3H8V7 1. LOAD

L I B. P R1 2V7 1. L OAD

L I B. P R1 3BV7 1. LOAD

L I B. P R22V7 1. L OAD

LI B. P R1 14V71. LOAD

L I B. P R502V7 1. LOAD

L I B. S S V7 1. FORT77

詳細については下記のマニュアルを参照して下きい.プログラム相談室及びセンター図書室で

閲覧することができます.

参考文献

i.プロパスグル-プ, 「PROPATH:流体の熟物性値プログラム・パッケージ第7.1版」

(ライブラリ室　内緑2508)

(センターニュースNq426,平成2年10月4日発行)
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LOCKコマンドの公開について

10月1日(月)から標記コマンドを公開しています. LO CKコマンドは,使用中のTS S

端末をロック状態にし,離席時にセシヲンを他人に使用されることを防ぐためのものです.

使用例

AGAIN:

LOCKE;D.

-　LO CKコマンドの入力.

・-ロック解除のためのキー(8文字以内の英数字)を入力する.

-・確認のため,もう一度入力する.

-・ロック状態に入る.

・・・キーを入力するとロック解除される.

READY

キーの問合せに対し, ENTERキーのみ(または空白)を入力すると登録番号のパスワードがキー

となります(AGAIN:の問合せはありません).ロック解除のためのキーを忘れてしまった場合は,

他の端末から　LOGON TSS CANCEL でログオンするか,他のTS Sセションから旦止とコマンドを入

力して,自分のTS Sセションをキャンセルする必要があります.

(システム管理掛　内線2518)

(センターニュースNq426,平成2年10月4日発行)

Mathematicaの正式公開について(UTS)

センターニ3-スN o. 417でお知らせしたように.標記ソフトウェアを5月21日から

暫定公開してきましたが. 10月1 5日から正式公開となります.これまでUTS上で暫定サ

ービスしてきたMa t h ema t i c aは,一見UTS上で動作しているように見えますが実

際にはバックエンドプロセッサS UN4上で動作しています.このため　Ma t h ema t 1

c aの正式運用に伴い1 0月1 5日よりワークステーション使用料金(3円/分)が課金され

ます.

なお,現在2階のオープン端末室でサービスしているSUN3については,あくまでも単な

るUT S端末との立場から課金しません.

(システム運用蹄　内線2506)

(センターニュースNo426,平成2年10月4日発行)

xgraphの公開について(UTS)

Ⅹウインドウのクライアントとして, xgraphを公開しています.

ファイルまたは標準入力からデータを入力してⅩウインドウ上に図形表示することが可能です.

また描画した図形をファイル,またはPostScriptプリンタに出力することが可能です.

下図はxgraphで描画した図形をセンター2階のPostScriptプリンタに出力したものです.詳細は

Iman xgraphで参照して下さい.

(ライブラリ室内線2508)

(センターニュースNq426,平成2年10月4日発行)

九州大学大型計算機センター広報
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Surface Plot

0.00　　　　　0.20　　　　　0.40　　　　　0.60　　　　　0. 80　　　　1.00

XxlO^

利用の手引ネットワーク編(第3版)の発行について

この度,利用の手引ネットワーク編(第3版)を作成しました.この利用の手引は,本センタ

ーの大学間コンピュータネットワークのサービスと機能の利用法及びBITNETの利用法につ

いて説明したものです.御希望の方は,連絡所を経由して共同利用掛までお申し込みください.

(共同利用掛　内線2515)

(センターニュースNq426,平成2年10月4日発行)

-725-
九州大学大型計算機センター広報

Vol.23 No.6 1990


	p708
	p709
	p710
	p711
	p712
	p713
	p714
	p715
	p716
	p717
	p718
	p719
	p720
	p721
	p722
	p723
	p724
	p725

